
モビリティ・⾃動⾞関連ソフトウェアのApex.AI、⽇本市場での事
業展開を本格開始。アジアにビジネス拠点を拡⼤

Apex.AIは、企業のソフトウェア開発の⽣産性を向上させ、コラボレーションを促進。⽇本の⾃動⾞メーカー
が真のソフトウェア定義型⾞両（SDV）実現に貢献します。

2023年3⽉31⽇、モビリティおよび⾃動⾞アプリケーション向けの安全認証ソフトウェアを開発するApex.AIは、ソフト

ウェア定義型⾞両（SDV）の需要の⾼まりに対応し、⽇本でのビジネスをより強固にサポートするために、⽇本に拠点を

設⽴したことを発表いたします。

 

 

 

 

モビリティ・⾃動⾞関連ソフトウェアのApex.AI

⽇本市場での事業展開を本格開始、アジアにビジネス拠点を拡⼤

 

顧客企業のソフトウェア⽣産性向上

⽇本企業とのコラボレーション促進

⽇本の⾃動⾞メーカーによるソフトウェア定義型⾞両（SDV）の実現に貢献
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                                       Apex.AIJapan合同会社

モビリティおよび⾃動⾞アプリケーション向けの安全認証ソフトウェアを開発するApex.AIは、本⽇、ソフトウェア定義

型⾞両（SDV）の需要の⾼まりに対応し、⽇本でのビジネスをより強固にサポートするために、⽇本に

Apex.AI Japan合同会社を設⽴したことを発表いたします。

⽶国と欧州で確固たる地位を築いているApex.AIは、世界的な3⼤⾃動⾞メーカーの本拠地である⽇本で事業を開始し、

⽇本を始めとするアジアでのグローバルな事業拡⼤に⼒を注いでまいります。⽇本法⼈であるApex.AI Japan合同会社は

、Apex.AI, Inc.の100%⼦会社です。Apex.AI コーポレート開発のSVP（シニア・バイス・プレジデント）であるTavis Sz

eto（ティビス・ジィト）が、⽇本法⼈の暫定カントリーマネージャーを務めます。現在、正式なカントリーマネージャ

ーの採⽤活動を⾏っているところです。

PRESS RELEASE

報道関係各位 2023年03⽉31⽇
Apex.AI Japan合同会社



Jan Becker ヤン・ベッカー CEO

Tavis Szeto ティビス・ジィト ⽇本法⼈ 暫定カントリーマネージャー

Apex.AIの共同創業者およびCEOであるJan Becker（ヤン・ベッカー）は、こう述べています。

「⽇本の⾃動⾞メーカーは、⻑年、その優れた

技術⼒と⾃動⾞の未来を前進させるというコミ

ットメントで⾼く評価されてきました。⾃動⾞

産業における次の⼤きな⾰命は、真の意味での

ソフトウェア定義型⾞両をお客様に提供するこ

とでしょう。」

「顧客は、継続的に改善される⾞両⾃動化機能

、スマートフォンのようなパーソナライゼーシ

ョンやインフォテインメント機能を期待してい

ます。当社の安全認証を受けたソフトウェアは

、その⽬標を効率的に達成するための強⼒なソ

リューションとして貢献するものです。⽇本の

ように戦略的な成⻑市場において、乗⽤⾞、⼩

型⾞、⼤型⾞に焦点を当て、⾃動⾞メーカーへ

の働きかけることは、業界全体を成功に導く原動⼒となります。」

 

Apex.AIは当⾯の間、⽇本チームの増強と、⽇本の既存顧客やパートナー企業に対する国内でのサポートに注⼒していき

ます。⽇本で事業を⽴ち上げるチームは、今後の成⻑を視野に⼊れながら事業を進めてまいります。

Apex.AIは、事業の柱となる⾃動⾞分野に加え、農業や建設機械など、⽇本で盛んな関連産業であるロボティクスと⾃律

⾛⾏にも専⾨知識を提供します。

 

 

 

2023年4⽉1⽇よりApex.AI Japan 合同会社は本

格的に稼働を始め、ソフトウェアと技術コンサル

ティングの提供を開始します。4⽉には、Apex.AI

の共同創業者でありCEOであるヤン・ベッカーと

、⽇本の暫定カントリーマネージャーのティビス

・ジィトが来⽇する予定です。

 

今回の事業拡⼤は、Apex.AIが⽇本の⾃動⾞市場

に投資し、⽇本経済に付加価値の⾼い雇⽤をもた

らすという弊社のコミットメントを⽰すものです

。弊社は、トヨタ・ベンチャーズ、ボルボグルー

プ・ベンチャー・キャピタル、ジャガー・ランド

ローバーの⼦会社であるイン・モーションベンチ

ャーズ、エアバス・ベンチャーズ、コンチネンタ

ル AG、ZF、AGCO、HELLAベンチャーズ、ダイ

ムラートラック、さらに⾦融投資家のライトスピード・ベンチャーズ、Canaan（カナン）、Orillion（オリヨン）によっ

て⽀えられています。

 

 

Apex.AI Japan合同会社の概要

所在地 ：東京都千代⽥五番町２－７

代表者 ： Apex.AI, Inc. コーポレート開発担当SVP Tavis Szeto（ティビス・ジィト）

設⽴年⽉⽇： 2022年10⽉31⽇

事業開始⽇：2023年4⽉1⽇



事業内容：⾃動⾞、農業、建設、ロボットの受託開発などの企業向けソフトウェアの開発、および⽇本国内でのマ

ーケティング、技術サービスの提供など。

ウェブサイト：https://www.apex.ai/

Apex.AI（エイペックス・エーアイ）について

2017年に設⽴されたApex.AIは、ソフトウェア定義型⾞両（SDV）およびモビリティ・システム向けに、機能安全の認証

取得済みの、開発者が使いやすく、拡張性の⾼いソフトウェアを開発するシリコンバレーに本社を置くグローバル企業で

す。⾞載グレードのリアルタイムで信頼性の⾼いソフトウェア開発キットであるApex.Graceが同社の主⼒製品です。Ap

ex.AIは、⾃動⾞メーカー、トラックメーカー、サプライヤーメーカーにソフトウェア開発キット（SDK）を提供し、⾃

動⾞業界の顧客がハードウェア中⼼の製品から最新のソフトウェア中⼼の⾞両に移⾏し、より低コストかつ少ない労⼒で

ソフトウェアを迅速に開発することを⽀援します。Apex.AIの詳細については、www.apex.ai でご覧いただけます。

Apex.Grace

Apex.Ida

Apex.AIのメディアキットはこちらまで。https://www.apex.ai/media-kit-jp

https://www.apex.ai/
https://www.apex.ai/media-kit-jp


 

当プレスリリースURL

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000001.000118462.html

Apex.AI Japan合同会社のプレスリリース⼀覧

https://prtimes.jp/main/html/searchrlp/company_id/118462

***【メディア問い合わせ先】***

Apex.AI Japan合同会社

広報担当 横井 マリ

mari.yokoi@apex.ai  ​
+61-17-389-4304 (マレーシア)

***【ヤン・ベッカーCEO＆ティビス・ジィトSVPへの取材ご希望の⽅へ】***

◆取材可能な⽇時および場所は以下の通りです。

2023年4⽉21⽇（⾦）9：00〜15：00の間 都内銀座近郊またはオンライン

    4⽉20⽇（⽊）午後（お問い合わせください）都内銀座近郊またはオンライン

⽇本市場への期待やApex.AIの戦略などお話させていただくことが可能です。取材ご希望のメディアの⽅は質問事項を添

えて、上記宛先までお申し込みください。よろしくお願いいたします。※申し込み多数の場合は早めに締め切らせていた

だきます。お早⽬の申し込みをお待ちしております。※通訳がご⼊⽤な場合もお知らせください。対応いたします。

***【プレス関係者向け画像素材】***

プレスリリース掲載画像よりも⾼解像度の写真画像をお求めの場合、また別の写真画像が必要な場合は、以下ページにア

ップロードされているオフィシャル素材をダウンロードして掲載にご活⽤ください。

https://www.apex.ai/media-kit-jp

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000001.000118462.html
https://prtimes.jp/main/html/searchrlp/company_id/118462
https://www.apex.ai/media-kit-jp
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